
二
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

償

還

期

限

利

率

七
年
以
下

年
六
厘

七
年
を
超
え
九
年
以
下

年
六
厘
五
毛

九
年
を
超
え
十
年
以
下

年
七
厘
五
毛

十
年
を
超
え
十
一
年
以
下

年
八
厘
五
毛

十
一
年
を
超
え
十
二
年
以
下

年
九
厘
五
毛

十
二
年
を
超
え
十
四
年
以
下

年
一
分
五
毛

十
四
年
を
超
え
十
五
年
以
下

年
一
分
一
厘
五
毛

十
五
年
を
超
え
十
七
年
以
下

年
一
分
二
厘
五
毛

十
七
年
を
超
え
二
十
五
年
以
下
年
一
分
三
厘

三
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

償

還

期

限

利

率

七
年
以
下

年
六
厘

七
年
を
超
え
九
年
以
下

年
六
厘
五
毛

九
年
を
超
え
十
年
以
下

年
七
厘
五
毛

十
年
を
超
え
十
一
年
以
下

年
八
厘
五
毛

十
一
年
を
超
え
十
二
年
以
下

年
九
厘
五
毛

十
二
年
を
超
え
十
四
年
以
下

年
一
分
五
毛

十
四
年
を
超
え
十
五
年
以
下

年
一
分
一
厘
五
毛

十
五
年
を
超
え
十
七
年
以
下

年
一
分
二
厘
五
毛

十
七
年
を
超
え
三
十
五
年
以
下
年
一
分
三
厘

登
録
養
成
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

登
録
年
月
日

共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
食
物
栄
養
学
科
食
物
学
専
攻
食
品
衛
生
コ
ー
ス

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
二
丁
目
二
番
一
号

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
八

日

崇
城
大
学
生
物
生
命
学
部
応
用
微
生
物
工
学
科

熊
本
県
熊
本
市
池
田
四
丁
目
二
十
二
番
一
号

平
成
二
十
四
年
三
月
一
日

平成™›年š月˜ 日 月曜日 第œ��™号官 報

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

が
締
結
し
た
貸
付
契
約
に
係
る
貸
付
金
に
つ
い
て
の
貸
付

け
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
四
号

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
及
び
選
定
療
養

（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号
）
第

二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

状
態
等
に
あ
る
者
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で

の
間
、
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
医
薬
品
等
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百

九
十
八
号
）
第
九
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
住
居
の
損
壊

そ
の
他
の
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
保
険
医
療
機
関
か
ら
の
退
院
に
著
し
い
困
難
を

伴
う
患
者
を
含
む
も
の
と
し
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
五
号

国
立
武
蔵
野
学
院
附
属
児
童
自
立
支
援
専
門
員
養
成
所

入
所
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
六
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
一
条
中
「
第
六
百
四
十
二
条
」
を
「
第
六
百
二
十
二

条
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

学
校
教
育
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）又
は
こ
れ
に

相
当
す
る
外
国
の
大
学
（
以
下
「
大
学
」
と
い
う
。）

を
卒
業
し
た
者
の
う
ち
、
入
所
す
る
日
に
お
け
る
年

齢
が
満
二
十
八
歳
に
満
た
な
い
者

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
六
号

食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
第
十
四
条
（
同
令
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
六
項

第
三
号
及
び
同
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
養
成
施
設
（
以
下
「
登
録
養

成
施
設
」
と
い
う
。）と
し
て
、
次
の
と
お
り
登
録
し
た
の
で
、
同
令
第
二
十
条
第
一
号
（
同
令
第
九
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
七
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
十

六
年
政
令
第
十
一
号
）
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
条
ま
で
並
び
に
薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一

号
）
第
百
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
検
定
を
要
す
る
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
等
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
検
定
の
申
請
の
あ

る
も
の
に
係
る
手
数
料
、
検
定
基
準
及
び
試
験
品
の
数
量
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

１
の
生
物
学
的
製
剤
の
表
乾
燥
濃
縮
人
血
液
凝
固
第
Ù
因
子
の
項
中
「2

8
2¶
9
0
0円

」
を
「2

4
1¶
9
0
0円

」
に
、

「2
6
5¶
4
0
0円

」
を
「2

2
4¶
5
0
0円

」
に
、「６

本

」
を
「５

本

」
に
、「５

本

」
を
「４

本

」
に
改
め
、
同
表
乾
燥
濃
縮
人

ア
ン
チ
ト
ロ
ン
ビ
ン
Ô
の
項
中
「2

9
8¶
6
0
0円

」
を
「2

5
7¶
7
0
0円

」
に
、「５

本

」
を
「４

本

」
に
、「４

本

」
を
「３

本

」

に
改
め
る
。

２
の
生
物
学
的
製
剤
の
項
乾
燥
濃
縮
人
血
液
凝
固
第
Ù
因
子
及
び
乾
燥
濃
縮
人
ア
ン
チ
ト
ロ
ン
ビ
ン
Ô
の
目
中

「3•
3、

」を
削
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

群
馬
県
吾
妻
郡

長
野
原
町
大
字
川
原
湯
字
下
打
越
四
七
七
の
三
（
国
有

林
）、
四
七
七
の
四
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
四
七
七
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
群
馬
県
庁
及

び
長
野
原
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
三
号

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

百
二
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
四

年
六
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
三
号

（
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
を
定
め
る

件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

「
年
一
厘
」
を
「
年
五
毛
」
に
改
め
る
。

附
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こ
の
告
示
の
施
行
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
農
業
近
代
化

資
金
に
つ
い
て
の
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
三
条
第
四

項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
桑
名
市

多
度
町
力
尾
字
沢
地
九
の
四
八
・
九
の
五
六
（
以
上
二

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
三
六
の

一
、
六
八
の
一
、
字
石
塚
八
九
の
一
・
一
〇
〇
の
二
・

一
〇
一
の
三
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
三
重
県
庁
及

び
桑
名
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
伊
賀
市

沖
字
藤
谷
二
三
七
五
の
四
、
二
三
七
六
の
六
、
二
三
七

六
の
八
、
二
三
七
七
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め
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